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NY マーケットレポート（2017 年 8 月 22 日） 

 

NY市場では、ジャクソンホールの年次シンポジウムでのイエレン FRB議長やドラギ ECB総裁の講演内容に注目が集まっており、様子見ムード

が強まりつつあり、序盤から限定的な動きとなった。そして、リッチモンド連銀製造業指数が予想を上回る結果となったことを受けて、ドルが上昇し

たものの、上値は限定的となった。その後は、米株価や米国債利回りが上げ幅を拡大する動きとなったことを受けて、円が売られる動きとなり、ド

ル円・クロス円は堅調な動きとなった。 

 

 

TOKYO 終値 高値 安値 LONDON 高値 安値

USD/JPY 109.36 109.46 108.89 USD/JPY 109.48 109.22

EUR/JPY 128.97 129.18 128.64 EUR/JPY 128.97 128.33

GBP/JPY 140.61 141.04 140.42 GBP/JPY 140.63 140.08

AUD/JPY 86.63 86.92 86.41 AUD/JPY 86.63 86.34

EUR/USD 1.1793 1.1824 1.1784 EUR/USD 1.1793 1.1746

＊東京クローズ～NYオープンまでの高安

NEW YORK 終値 高値 安値 米主要株価 終値 前日比

USD/JPY 109.60 109.65 109.14 米ダウ平均 21899.89 +196.14

EUR/JPY 128.89 128.89 128.44 S&P500 2452.51 +24.14

GBP/JPY 140.49 140.56 140.07 NASDAQ 6297.48 +84.35

AUD/JPY 86.70 86.73 86.42 コモディティー 終値 前日比

NZD/JPY 79.76 79.87 79.60 NY GOLD 1291.00 -5.70

EUR/USD 1.1761 1.1773 1.1748 NY 原油 47.64 +0.27

米国債利回り 本　日 前　日

  2年債 1.322% 1.301%

  3年債 1.473% 1.449%

  5年債 1.785% 1.749%

  7年債 2.030% 1.994%

10年債 2.215% 2.182%

30年債 2.788% 2.765%

ドイツ10年債 0.400% 0.400%

英国 10年債 1.087% 1.070%

2017年 8月22日（火）

8/23　経済指標スケジュール

10：00　【オーストラリア】7月DEWRインターネット求人指数
14：00　【シンガポール】7月消費者物価指数
15：00　【日本】7月工作機械受注
15：00　【ノルウェー】失業率
16：00　【トルコ】8月消費者信頼感指数
16：00　～　17：00
　　　　　【フランス】【ドイツ】【欧州】8月製造業PMI・非製造業PMI
17：00　【南アフリカ】7月消費者物価指数
20：00　【米国】MBA住宅ローン申請指数
21：00　【ポーランド】7月マネーサプライM3
22：00　【メキシコ】6月小売売上高
22：45　【米国】8月マークイット米国製造業PMI・非製造業PMI
23：00　【米国】7月新築住宅販売件数
23：00　【欧州】8月消費者信頼感
23：30　【米国】EIA原油在庫

8/23　主要会議・講演･その他予定

・ドラギECB総裁 講演

・ダラス連銀総裁 講演

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

6 月カナダ小売売上高（前月比） 0.1％（予想 0.2%・前回 0.5%） 

前回発表の 0.6％から 0.5％に修正 

 

6 月カナダ小売売上高[除自動車] 0.7％（予想 0.1%・前回 -0.1%） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

出所：Bloomberg 
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22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

6 月米住宅価格指数（前月比） 0.1％（予想 0.5%・前回 0.3%） 

前回発表の 0.4％から 0.3％に修正 

 

2Q 米住宅価格指数（前期比） 1.6％（前回 1.6%） 

前回発表の 1.4％から 1.6％に修正 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

出所：Bloomberg 
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FHFA（米連邦住宅金融局）が発表した第 2四半期の住宅価格指数は、前期比+1.6％となり、前期から伸び幅は横ばいとなった。また、6

月の住宅価格指数は、前月比+0.1％となり、市場予想を下回る結果となった。FHFA のシニアエコノミストは、「第 2 四半期は大半の州

で住宅価格が上昇した」と指摘。「新築住宅販売は増えつつあるが、人口全体を考えると歴史的に見ればなお低い水準にとどまっている。

過去 6年間に毎四半期、住宅価格が上昇している大きな理由は在庫の逼迫だ」とした。 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8 月リッチモンド連銀製造業指数 14（予想 10・前回 14） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

経済指標データ 

≪リッチモンド連銀製造業指数≫ 

        8 月・7月・6月・ 5 月・ 4 月 

景況指数・・・・14・・14・・11・・  3・・22 

出荷・・・・・・ 8・・13・・13・・  0・・25 

新規受注・・・・17・・18・・14・・  2・・26 

受注残・・・・・11・・11・・-4・・-13・・ 4 

雇用者数・・・・17・・10・・ 5・・  7・・ 5 

賃金・・・・・・18・・17・・10・・ 21・・21 

 

8 月リッチモンド連銀製造業指数は、市場予想の 10 を上回る 14 となり、前月から横ばいとなった。関連指数では、雇用者数が 17（前

月 10）、賃金が 18（17）と前月から上昇したものの、景況指数は 14（14）、受注残は 11（11）と横ばい、出荷が 8（13）、新規受注が 17

（18）と前回を下回る結果となった。 
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出所：Net Dania 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、北朝鮮情勢への過度の懸念が後退して投資家のリスク回避姿勢が和らぎ、割安感が出た銘柄を買う動きが広がったこ

とから、主要株価は堅調な動きが続いた。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

3：30 

≪ 要人発言 ≫ 

ティラーソン米国務長官  

 

・「北朝鮮は幾らか自制している」 

・「北朝鮮と対話できることを望む」 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.27 ドル高の 1バレル＝47.64 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、23 日に発表される米石油統計で原油在庫の減少が予想されることから買いが優勢となった。ただ、リビアの原油増産への警

戒感が圧迫要因となった。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、北朝鮮情勢の緊迫化に対する警戒感や、トランプ米政権の不透明感を背景に株価が下落していた流れが一服し、割安感

が出ていた銘柄が買い戻される動きとなるなど、主要株価は序盤から堅調な動きが続いた。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きが続

き、終盤には前日比 196 ドル高まで上昇した。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、欧米の株価が堅調な動きとなったことや、米国債利回りが上昇したことを受けて、円が売られる動きとなり、ドル円・

クロス円は堅調な動きとなった。ただ、ジャクソンホールでの経済シンポジウムを控えて様子見ムードも強まりつつあり、やや値動き

は限定的となった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


